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2
0
1
3
年
11
月
7
日
か
ら
9
日
に
か
け

て
、フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ

市
に
お
い
て
、土
木
学
会（
J
S
C
E
）が
協

力
協
定
を
締
結
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会

（
P
I
C
E
）の
第
39
回
年
次
大
会（National 

Convention

）
が
開
催
さ
れ
た
。J
S
C
E

か
ら
は
、石
井
弓
夫
元
会
長（
建
設
技
術
研

究
所
相
談
役
）を
訪
問
団
長
と
す
る
合
計
3

名
が
参
加
し
た
。年
次
大
会
の
参
加
者
は
約

3
5
0
0
名
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会（
P
I
C
E
）

　

P
I
C
E
は
、
マ
ニ
ラ
に
本
部
を
置
く

会
員
数
約
7
万
5
千
人
の
学
会
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
1
0
1
支
部
を
持
つ
。

J
S
C
E
と
は
1
9
9
7
年
に
協
力
協
定
を

締
結
し
、以
来
相
互
に
年
次
大
会
に
訪
問
団

を
派
遣
す
る
ほ
か
、多
く
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
。P
I
C
E
は
1
9
9
8
年
に
マ
ニ

ラ
で
開
か
れ
た
第
1
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術

国
際
会
議（
C
E
C
A
R
）
を
J
S
C
E
、

ア
メ
リ
カ
土
木
学
会（
A
S
C
E
）
と
共

催
し
、1
9
9
9
年
の
ア
ジ
ア
土
木
学

協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）
発

足
時
の
5
学
会
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

第
39
回
P
I
C
E
年
次
大
会�

�

（39th�PICE�N
ational�Convention

）

　

P
I
C
E
年
次
大
会
は
、J
S
C
E
の

総
会
と
年
次
大
会
に
相
当
し
、事
業
報
告
、

記
念
講
演
会
、表
彰
式
、国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

研
究
発
表
、Fellow

ship N
ight

な
ど
が
行

わ
れ
る
。ま
た
次
期
会
長
を
選
出
す
る
選
挙

の
投
票
も
行
わ
れ
、年
次
大
会
の
場
で
決
定

す
る
。
大
会
は
ダ
バ
オ
市
内
に
あ
る
S
M

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
付
属
の
S
M
X
会
議

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
目
抜
き
の
場
所
で
P
I
C
E
大
会

記
念
展
示
会
も
開
催
し
て
い
る
。会
場
で
は
、

売
店
が
あ
り
、P
I
C
E
の
ロ
ゴ
入
り
の
T

シ
ャ
ツ
の
ほ
か
、ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
リ
ン
グ
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。

開
会
式

　

開
会
式
で
は
、上
院
議
員
や
開
催
地
で
あ

る
ダ
バ
オ
市
長
の
挨
拶
、そ
し
て
P
I
C
E

の
M
o
m
o
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
会

が
宣
言
さ
れ
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
上

院
議
員
の
講
演
で
、
土
木
技
術
者
へ
の
期

待
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
特
に
若
者
に

対
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ
た
。

M
o
m
o
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、
大
会

テ
ー
マ
で
も
あ
り
、2
0
1
3
年
8
月
の

6
th 

C
E
C
A
R
で
A
C
E
C
C
加
盟
学

会
が
署
名
し
たJakarta Protocol

を
紹

介
し
た
。
な
お
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
今
回
の

P
I
C
E
年
次
大
会
テ
ー
マ
と
も
な
っ
て

い
る
。政
府
・
学
会
・
業
界
と
の
連
携
や
学

会
と
し
て
の
取
組
み
、Jakarta Protocol

の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、ま
た
土
木
技

フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会

第
39
回
年
次
大
会 

参
加
報
告

石
井 

弓
夫
（
建
設
技
術
研
究
所
）

伊
東 

淳
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

柳
川 
博
之
（
土
木
学
会
国
際
セ
ン
タ
ー
）

写真1　会場受付の様子

写真3　オープニング

写真2　Momo会長開会挨拶
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術
者
の
役
割
に
つ
い
て
強
く
主
張
さ
れ
て

い
た
。

P
lenary�/��
S
pecial�Lecture

　

午
後
は
、Plenary

と
し
て
、P
I
C
E

の
2
0
1
3
年
事
業
報
告
、
表
彰
式
、
特
別

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、PICE Research and 

D
evelopm

ent O
ffice

の
設
置
、
倫
理
綱

領Code of Ethics

に
関
す
る
取
組
み
、

A
PEC/A

SEA
N
/A
CP Engineer

の
登
録

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

Fellow
ship�N

ight

　

一
日
目
の
夜
は
、Fellow

ship N
ight

と

呼
ば
れ
る
、デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。タ
レ
ン
ト
の
司
会
に

よ
り
進
行
さ
れ
、正
面
ス
テ
ー
ジ
で
は
、ダ

ン
ス
、音
楽
演
奏
、く
じ
引
き
な
ど
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
次
々
に
行
わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
は

深
夜
ま
で
続
い
た
。

International�
R
oundtable�D

iscussion

　

2
日
目
にInternational Roundtable 

D
iscussion

が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は

“International Cooperation A
m
ong 

Civil Engineers on D
isaster Risk 

M
anagem

ent

”
で
あ
り
、
石
井
弓
夫
元

会
長
か
ら
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
す
る

災
害
対
応
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
行
っ

た
。P
I
C
E
か
ら
は
、
災
害
発
生
時
の

早
急
な
対
応
を
行
う
た
め
、E
Q
R
P

（E
arthquake Q

uick R
esponse 

Program

）を
設
け
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
一
環
で
地
震
工
学
に
関
す
る
講
演
会
を

各
地
で
開
催
し
た
ほ
か
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事

例
と
し
て
、2
0
1
3
年
10
月
に
セ
ブ
で
発

生
し
た
地
震
へ
の
対
応
を
紹
介
し
た
。

閉
会
式

　

最
終
日
の
閉
会
式
で
は
、J
S
C
E
と

し
て
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
石
井

元
会
長
は
そ
の
中
で
、P
I
C
E
大
会
へ

の
招
待
と
国
際
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
の

発
表
機
会
の
提
供
に
対
す
る
感
謝
の
意
を

述
べ
、J
S
C
E
が
2
0
1
4
年
に
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
、こ
の
1
0
0

年
、J
S
C
E
は
日
本
の
近
代
化
、戦
災
と

自
然
災
害
か
ら
の
復
興
に
尽
力
し
、日
本
と

世
界
の
持
続
可
能
な
発
展
に
協
力
し
て
き
た

こ
と
、そ
の
歴
史
を
記
念
し
て
1
0
0
周
年

記
念
国
際
会
議
やRoundtable M

eeting

な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
を
述
べ
、
橋
本

J
S
C
E
会
長
か
ら
M
o
m
o
会
長
宛
の

1
0
0
周
年
記
念
国
際
会
議
へ
の
招
待
状
を

参
考
資
料
等
と
と
も
に
手
渡
し
た
。

　

そ
の
後
、
技
術
講
演
、M
o
m
o
会
長
に

よ
る
優
秀
活
動
委
員
会
な
ど
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
、閉
会
し
た
。

台
風H

aiyan

　

今
回
の
P
I
C
E
年
次
大
会
期
間
中
の

11
月
8
日
に
は
、台
風
30
号（H

aiyan

、フ
ィ

リ
ピ
ン
名Y

olanda

）が
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部

を
襲
い
、多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。被
害

に
あ
わ
れ
た
方
に
は
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
。P
I
C
E
年
次
大
会
の
開
催
地

の
ダ
バ
オ
市
は
台
風
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、筆
者
も
難
を
逃
れ
た
が
、南
側
に
ず
れ

て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。運
が

良
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
日
本
と
同
様
に
自
然
災
害

が
多
く
発
生
す
る
国
で
あ
る
。防
災
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、

防
災
教
育
な
ど
、ま
だ
ま
だ
日
本
の
経
験
や

技
術
を
活
用
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。J
S
C
E
と
し
て
、P
I
C
E
と
の
連

携
を
よ
り
活
発
に
し
、も
っ
て
ア
ジ
ア
の
防

災
力
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
の
活
動
が
必
要

で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

写真4　石井元会長の話題提供

写真5　Jakarta Protocol 署名コーナー


